
北九州市版 架け橋期のカリキュラム     【 ５歳児 】                                                                 【 第１学年 】 
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《５領域》 

 

○○幼稚園・保育所(園)・認定こども園 ○○小学校 

・・・・・・・・・  主に就学前施設と小学校が実態に応じて、話し合って記入するところ  

〇 友達同士のつながりが深まり、自分の気持ちを調整しながら、友達と共通の目的に向かって、遊びを進めるようになる。 
〇 様々な経験を通して自分たちでやり遂げた充実感を感じたり、自信をもったりしながら、就学への期待が高まっていく。 

校区のめざす 
こども像 

思いや願いをもつ 活動や体験をする 感じる・考える 表現する・行為する

〇 児童が、学ぶことへの意識をもち、様々な学習活動を通して各教科等の学習内容を学んでいく。 
〇 個別の学習だけでなく、協働的な学習活動ができるようになる。 

年長になった喜びや自覚
をもち、意欲的に生活し
たり遊んだりする 

友達と思いやイメー
ジを伝え合い、遊び
を進めていく 

友達との関わりの中で、
共通の目的に向かって考
えを出し合って遊ぶ 

友達とともに過ごしてきた
喜びや成長を感じ、主体
的に園生活を進める 

・ 具体的なねらいを達成するために適切なものとなるように構成する。 
・ こどもが自らその環境に関わることにより様々な活動を展開し、必要な体験を得られるようにする。 
・ こどもの生活する姿や発想を大切にし、環境が適切なものとなるようにする。 

・ 特に入学当初は、幼児期の生活に近い活動と幼児期の学び方を織り交ぜながら、児童が主体的に自己を
発揮できるようにする場面を意図的につくる。 

・ 児童にとって、わかりやすく学びやすい環境づくりを心掛け、幼児期からの学びと育ちを生かす活動を
意図的に設定する。 

〈国語〉こんなものみつけたよ 
〈算数〉なんばんめ 
〈図工〉すきなものいっぱい 
〈道徳〉あいさつのあるいちにち

〇一人一人が安心し、新しい人間関係を築けるようにする。〇合科的・関連的な指導による生活科を中心とした学習活動とする。 

〈国語〉みんなにしらせよう 
〈音楽〉おとをさがしてあそぼう
〈体育〉みずあそび 
〈道徳〉そろっているけど 

〈国語〉しらせいな 
みせたいな 

〈算数〉かたちづくり 

〈国語〉思い出してかこう 
〈算数〉なんじなんぷん 
〈図工〉ようこそ 

あたらしい１年生 

《 生活科を中心とした各教科等の単元構成（例） 》 
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〈生活〉がっこうだいすき 
    はなをさかせよう 

〈生活〉なつがやってきた 
いきものとなかよし 

〈生活〉たのしい 
あきいっぱい 

〈生活〉ふゆをたのしもう
もうすぐ２年生 

〈生活〉どきどき 
わくわく１ねんせい 

 

入
学
後
二
十
日
程
度 

めざす 
こども像 

年長児になった喜びや
不安な気持ちを受け止
め、自信をもって行動
するよう援助する。 

様々な場面で、相手
の思いに気付き、受
け入れられるように
する。 

一人一人が自分の
力を発揮し、満足
感や達成感を味わ
えるようにする。 

自信や意欲を高め、
就学への期待感を
もてるようにする。 

◎先生は、安心を生み、成長
自立を支える人的な環境とし
て、児童と一緒に活動を楽し
む。児童の様子を温かく見守
ったり、児童の目線で話を聞
いたりする。 

◎遊びを通した学びを旨
とする幼児教育における
先生の幼児への関わり方
について、小学校でも適
宜取り入れながら児童と
かかわる。 

◎主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善を図る。 
① 各教科等の資質・能力を育成することを目指した授業を行うこと  
② 単元や題材など内容や時間のまとまりを見通して、授業を行うこと 
③ 各教科等の特質に応じた見方・考え方を習得・活用・探究という学び 

の過程で働かせることを通じて、より質の高い学びにつなげること  
④ 基礎的・基本的な知識及び技能の習得に課題がある場合には、その 

確実な習得を図るようにすること 

健康で安全な生活に関心をもち、体を動かして遊ぶ。 

・ 友達との関わり
の中で、自分の思
いやイメージを出
し合いながら遊ぶ
楽しさを味わう。

・新しい環境に
進んで関わり、
友達と誘い合い
ながら遊ぶこと
を楽しむ。 

 自分なりのめ
あてをもち、自
己を発揮しなが
ら意欲的に生活
する。 

 

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

安心・安全 

共通の視点 

一人一人の 
～ ウエルビーイング ～ 

 

 自分の思いや考えを大切にする  思いやりの心をもち、認め合う  好きなことに夢中になる  自分で問いを見つけ、解決しようとする  

特別活動（集団の一員として、よりよい生活や人間関係を築く） 

 

身近な自然や栽培に興味・関心をもち、自然を取り入れて遊ぶ楽しさや季節感を味わう。 
 

○小学校にさんぽに行こう   ◎１年生となつをあそぼう交流 ◎１年生とあきのあそび交流      ○園外保育さんぽ 
           〈生活〉なつがやってきた           〈生活〉たのしいあきいっぱい             

（２年生まちたんけん交流）         ○１年生の運動会の練習をみよう        ◎１年生（５年生）と 
                        ○小学校の給食をみてみよう        小学校体験交流 

(入学説明会を含む) 
                （中学生の保育体験交流）             〈生活〉もうすぐ 2 年生 

・年間計画話合い    ・学習参観     ・交流事前話合い  ・交流振返り・次回打合せ        ・年間振返りと次年度計画 
                 ・保育体験        ・就学時健康診断・学校開放週間         ・新入生連絡会 

・保護者会  ・保育参観    ・個人懇談会    ・運動会参観  ・親子遠足  ・生活発表会参観   ・卒園式参加 
・園開放週間    ・合同防災訓練  ・年長者の会交流   ・地域文化祭等地域行事参加   ・未就園児の会 

【A 園+B 所+１年生】  【A 園+B 所+１年生】          【A 園，B 所】 
◎なつの遊び交流  ◎あきのあそび交流          ○交通ルールを知ろう 

                        〈生活〉なつがやってきた   〈生活〉たのしいあきいっぱい               
【A 園，B 所】                  【A 園，B 所】        【A 園+B 所+１年生＋（５年生）】 

○小学校にさんぽに行こう              ○運動会の練習見学          ◎小学校体験交流 
           【A 園，B 所】             (入学説明会含む)   

                         ○給食見学            〈生活〉もうすぐ 2 年生   
  
・年間計画話合い    ・学習参観     ・交流事前話合い     ・交流振返り・次回打合せ         ・年間振返りと次年度計画 

・学校行事（練習や本番の見学）  ・保育体験   ・就学時健康診断・学校開放週間        ・新入生連絡会 

・入学式参加   
 ・保護者会     ・学習参観   ・個人懇談会    ・運動会参観 ・学校開放週間          ・卒業式参加 
                     ・合同防災訓練  ・年長者の会交流   ・地域文化祭等地域行事参加    

○1  

○2  

○3  

○4  

⑤ 

未知の状況にも対応できる 

生きて働く 

未知の状況にも対応できる  

生きて働く 

学んだことを人生や社会に生かそうとする  学んだことを人生や社会に生かそうとする 

健 康 

人間関係  

環 境 

言 葉 

表 現 
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「〇〇小校区版 架け橋期のカリキュラム」作成のポイント 

① 「北九州市こどもまんなか教育プラ

ン」の全体像等を基に、北九州市として
のこども像の方向性を示しています。 

③ 先生の関わりにおいて、

年間を通して特に大切にし
ていきたい点を赤字で示し

ています。 

 幼児期の遊びを通した学び
と小学校の教科学習や活動

での学びのつながりを、よ

り詳しく知ることで、架け
橋期の円滑な接続が期待さ

れます。小学校入学当初は

「安心感」を大切にし、先生
と、または友達同士で、自然

と打ち解けていけるように

配慮をしましょう。 

架け橋期のカリキュラムとは？ 
 就学前施設と小学校の先生が、共通の視点をもちながら、「架け橋期」
（５歳児から小学校１年生までの２年間）の相互の教育内容や教育方法
の充実を図るため、協働して作成する「架け橋期」のカリキュラムです。 

⑤ 就学前施設と小学校の交流（水色枠）
はあくまでもサンプルです。予想される

交流を記載していますので、各校区の実

態に応じて取捨選択及び加筆をしてく
ださい。 

④ 「スタートカリキュラム」とは、小学校へ入学したこどもが就学前の遊びや生活を通した

学びと育ちを基礎として、主体的に自己を発揮し、新しい学校生活を創り出していくた
めのカリキュラムです。 

  入学当初のこどもの発達の特性に配慮し、10 分か 15 分の短い時間を活用して時間割

を構成したり、具体的な活動の伴う学習活動を位置付けたりします。 
データ：教育センター→せんせいチャンネル→各課より→学校教育課→北九州スタンダード→第１学年スタンダードカリキュラム→生活科 

④ 「アプローチカリキュラム」とは、小学校の先取りの教育ではな
く、小学校以降の教育を見通しながら、その基盤となる資質・能

力を育成していくことを踏まえて教育活動を実施するためのカ

リキュラムです。 
  幼児教育センターのホームページに掲載している「北九州市版

幼児教育と小学校教育の接続カリキュラム」を参考にしましょう。 

★ 作成にあたっては、就学前施設と小学校が「めざしたいこども像」について共通理解したうえで、主な予想される交流を計画します。就学前施設と 
小学校とが互いの教育課程を見合いながら、どんな活動が、どのようにつながっていく可能性があるか、子どもの思いや動きなどに合わせて変更可能な
計画にします。年度途中や年度末に実践を振り返ったり、カリキュラムを改善したりするようにしましょう。持続的・発展的な取組を目指しましょう。 

 

② まずは、お互いの生活や学びの様子、
子どもの育ちを知ることから始めまし

ょう。就学前施設と小学校でこどもの実

態などを基に「めざしたいこども像」に
ついて話し合って、共有しましょう。 

 令和８年度は、「北九州市版 架け橋期のカリキュラム」を参考にしながら、各小学校区版
を作成します。まずは、水色枠（②・⑤）部分について校区で話し合い検討していきましょう。 

資料３ 


